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再稼働条件違反につき、原発の運転を直ちに止めて下さしヽ

貴職は2017年 11月 27日 、大飯 3・ 4号の再稼働条件として「使用済燃料の中間貯蔵施設の県外立地

について2018年に具体的な計画地′点を示す」と福井県知事に「公約」しながら、・果たせませんでした。

これは福井県民に対する「公約」違反であり、大飯 3・ 4号の即力の運転停止を求めます。高浜30事計に

おいても、使用済ウラン燃料と共に、プルサーマル実施によって使用済MOX燃料すら無責任に生み

出されており、即刻の運転停止を求めます。

原子力委員会は「余剰プルトニウムを減らすため再処理の操業を制限する」方針へ転換しており、現

状では、六ヶ所再処理工場が仮に認可されても、ほとんど操業できません。国内外で高速炉開発はす

でに破綻しており、高価で危険な再処理・プルサーマルは無意味なだけでなく、生み出される使用済

MO燃 料は結局、永久貯蔵になります。このような下では、使用済ウラン燃料も使用済MO燃 料も、
「中間」貯蔵が「永久」貯蔵になることは明白であり、福井県内外のどこにもそれを受け入れるところはな

いでしょう。

電力自由化が進む中、原発再稼働後も、家庭用等の低圧分野では関西電力から新電力への移行

が止まらないのは、原発依存の貴社経営方針に電力消費者が批判的であることを反映しています。ま

してや、「公約」違反を犯し、福井県民を欺いてまで原発を運転し続けるのはもつてのほかです。|

ここに、以下のことを強く求めますので、真摯に対応してください。

1.大飯34号と高浜3物 運転を直ちに止めて下さい。
2.使用済燃料の中間貯蔵立地計画を撤回してください。                    .
3.日本原燃に六ヶ所再処理工場の開鎖を求め、プルサーマル計画を撤回してください。
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